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2026年（Vol. 42）特集のご案内
No. ①  患者参加型医療として透析を考える 

―SDMと ACP
No. ② 人工知能を活用した透析医療の最適化
No. ③  透析治療システムの生体適合性―基礎

的知見から患者報告アウトカムまで
No. ④ 透析技術の最前線
No. ⑤ 看取りの透析医学を考える
No. ⑥  透析医療と看護師の特定行為―看護師

の役割拡大
No. ⑦  CKD―MBDガイドライン 2025を実装

する

No. ⑧  透析患者の栄養評価と栄養支援―現状
と今後の展開

No. ⑨  求められる腎不全患者の緩和ケアとそ
の人らしさのケア―あるべき姿を再考
する

No. 10  腎不全：患者・家族と考えるケア 
（増刊号）

No. 11  これがすべてだ！ HDと PDを比較す
る

（既刊は○）

編　集　後　記

　本特集を企画した出発点には，腎不全患者への
緩和ケアを，透析の見合わせや中止，人生の最終
段階に限られた「特別なケア」としてではなく，
日々の臨床にあるケアとして捉え直したいという
思いがありました．本企画に携わってくださった
先生方の原稿を通して，その思いはより確かなも
のとなりました．
　患者の苦痛を丁寧に捉え，症状を和らげること．
語りに耳を傾け，その人が歩んできた人生や大切
にしていることを知ること．治療の選択を支え，
家族とともに考え，病院から地域，在宅へとケア
をつなぐこと．そこには，CKMを選択する患者，
透析を見合わせる患者だけでなく，最期まで透析
を続けることを望む患者にも共通する看護の本質

が描かれていました．
　「その人らしさ」を支えるとは，単に本人の希望
を聞くことではありません．その言葉の背景にあ
る価値観や不安，家族との関係，これまでの生活
を理解し，変化する思いを繰り返し確かめながら，
多職種で共有していくことです．そして，その関
係性は特別な場面だけにあるのではなく，日々の
対話や観察，ケアの積み重ねの中にあります．
　本特集が，読者の皆様にとって，自らの臨床に
すでにある緩和ケアを見つめ直し，それを意識し
て可視化・言語化し，つないで育んでいく契機と
なれば幸いです．ご執筆いただいた皆様に心より
感謝申し上げます．
 （高井奈美）
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